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「木材ノ工欝的利用J ~とみられる材質と用途の関係

イ主 道 {建・東都智明

Relationship between wood properties and end-uses in "Mokuzai no 

Kogeiteki Riyo (Technical Utilization of Wood)" 

Takeshi SADOH ancl Tomoaki TOYA 

袈間

わが悶の木材利用の牒史で非常に商い水準lζ到主主していた明治米lζ出版された「木材ノコ:礎的

利用J(明 45，1912)の務米に記載されている「木材ノ工藤的利用長」を用いて材質と用述

の関係&解析し，先人があるJ司法に越した木材を求めるにあたって， どのような材質を器準にし

て樹鶴を選んだかや考媒した。

木材がある用途に使用される;場合，どのような材質の理由をもって使期されるかの記載をもと

に，その材質が用途にとってどの税j支の窓袈性喜子もっているかを，数競的lζ解析した。すなわち，

ある用途に使用される樹i'illのうち，特定の材紫の]製自でこの用途に使用おれる槌磁の割合がζの

援要肢を訴す指標であると考え，これぞ袈件率とぞi1~.t:r， ζの値が高い材質がその用途i翠訳に竺i

つての液製な材質であると仮定し，会用途について材質の袈件率を求めた。

木材の利用?と当って戦教，材飴， fg沢，木理などの外観が要視される用途，および撒簡で，

狂いが少ない樹穂が袈求される用述が多い。また， il漆)1次，自包材，加工容易，力学的性能もまた

樹若IT選れの盟関になる ζ とが多い。

1. *者

木材を利用するにあたっては，その材に適した用途を選ぴ，また用途l乙適した木村を使わなけ

ればならない。とくに，今までほとんど未利用または用途未知であった木材ぞも利用する機会が

多くなってきた。現荘ζのため新しい樹磁の利用適性の判断がきわめて抵援でめる。このような

利用組性告知るためにはp 通常，用途に対して嬰求される性能やJ機簡ぞ知り，袈求される材質を

判断するが， ζの方法のほかに積々の用途に経験的に使用されている;樹部に共通する材質からそ

の用途lζ盟まれる材質を抽出する試みもまた必袈である。

このような見地から， さきに佐道ら1)は米利用J際関のj菌性用途ぞ見出すシステムのための法礎

資料lJ?得るため，内外の文献に材質，用途が記載されている 332樹鶴巻対象にして統計的処現を

行ない，用地とこれに利用容れている樹離の材質の間の関係を求め，ある用途iζイ史われている館

踊訴に共通する材質の特徴を明らかにした。さらに材質特性を説明変数とする判別関数によるJi]

途適性の判断の可能性について検討したヘ その結果，適性別途の判断には装飾性などの特』肢が

震硬であるにもかかわらず，その数議北が困難であるために使用できたデータが不足している ζ
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とが明らかになった。 このようなことから， 強飾制:などについても北較的まとまった組織があ

る「木材ノ工務的利用J3l 令資料として木材の材質とm途の関係の解析を試みた。

さで，人類はその長い踏史のゆで多額多織の木材を多くの用途iζ使用してきた。考古学的な1:1¥

土木製品からもわかるように，人々はすでに先史時代に多くの樹摘の利用適性を知っていた。日

本人もまた古くから強拐の中にさま ~{ì な木材・0:取入れて念た。 ζ のような生活のß'!議ねから，

人々は木材の性震を的確にとらえ，その性質にふさわしい加工法で，性質を宿した木製品ぞっく

りあげた。こうした技術は踏史を越えてtJJ:代から批代へ伝えられ，勝かれてきた。明治期に入っ

て， さらに欧米からの製l卑1，技術，強活様式を取入れることにより， i t，ニ，この新しい稲裂にあ

わせて木材を加工することによって木材利用の技術はさらに括迷したといえよう。それまで、の永

年にわたる木材の知識の替般に加え，明治米には日本の木材工哉の技桁は梅めて向い水準lζ逃し

た。 r木材ノエ礎的利用Jはζのような11剖誌に著作，出抜おれた替物である。

本に組載されている材質と用迭の関係については，すでに多くの務機，ハンドブック類に;;)1

j刊されているが，そS-1議用途についてのそれぞれの材質の軍要性にまで設及したものはない。しか

し，本替は材質， J羽迭についての定法的な舗が記載されているわけではないが，記述の捌皮をも

とにある税!交の数値イちが可能である。そこで， ζの出現頻度岳部僚として ζζ では，本設との記載

からある}f:I途に技用される樹額について， どのようは材質の盟EI:Iで使用されるか，また，その材

質はその用途にとってどの限度の翠袈性をもっていると考えられていたか奇数議f:Iりに解析した。

本報告で解析を行なうために部用した資料はi陵商務省山林間編務「木材ノ工務的利用J (初版，

明治45年， 1912，および筑 2)披，大正 2印， 1913)の巻米lζ記il造容れている「木材ノヱ盤的利用

一覧紫J (以下「一覧表」と記すつである。伝お，帰宅容は初j授の復刻}授が1982年lζ出版されてい

る。

IRl擦は本文1214ページ r…~.t波j 28ぺ-~，付録66ペ

ージからなる。本文では総論において「木材の性質(木材

の外線，木材の理学的および器械的性状，木材の工作的性

状，木材の保彩)j， r総務的関探(材fJlfi，当該-樹額の苦手肢

の多少および輸入額の多少，購入の部苔，木製品の繍諜)j，

「腎憤(部~者のし好，管{民，伝説による税関，道具使用

上の百十1}.tJ)j 1.> 3滑にわたって谷現自怖に総額と利用の関

係を記述し，各論において「館第JlHi3'J以下86国!ヨにわた

って用途別に使用されている材料(樹額)， 加工法， {，m;絡
などがj記i脱されている。

，巻末の「…覧表Jには木材と竹材及ヤシ類とに分

けて樹』部，材関，用途の関係が袈約されている。木材に関

する r-'tl&~長j I乙は 156認のi関駅について，表 1の例にお

すような形式で利用の基礎となる材質と，その材質によっ

て利用される用途が記載おれている♂

上述のように資料として「…覧表Jid?使用したが，必袈

表1 r木材ノ;工懇fJ9利用一党
炎j の組織秒~
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*本識は茨1の例にみられるように11:1学体の淡宇，片仮名，膝史的仮名づかいで記述されているが，本線傍
ではJlj()l誌をfsミなわない穂波で現代的用務t去に翻して51!隠した。
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!ζ応じて本文の記述を参考{こした。

3. fgi(，析

3.1 解析法

現tfまでに捺f'll!されているデータ 4をもとに，用途と材質の関保を解析するにあたっては，問的

はもとより，資料データの郁:類，記載方法によって縮々の手法が考えられる。材質のデータが定

法的または品質階級によって数合1討ちされている場合には，例えばある用法iζ利用されている樹在日

併での材質級別麟度分布を会総額についての鎖疫分布と比較し，その用途lζ利用おれる樹極群が

全樹磁の分布よりも有;滋にi向い，または低い頗皮で利用するかを知り，その用途でとくによく利

用されている，または排撤されている材質を知る方法1日 各樹腕について材質鍛から求めた主成

分膝様での枚1習によってある用法への和J:rE磁性告知る方法4に いくつかの特肢を説明変数とする

判別関数によってPill:法適性喜子判断す鳴る方法2) などがある。

上記の「一覧表Jには各樹簡について経験的に知られた材調とその材質ゆえに利用される舟述

について記税おれている。したがって，材質についての淀滋的な数値が示されていない反問，装

飾性などの定性的な材質が挙げられているという特徴がある。そこで話器Jの記載4をもとに，

ある用途にとって特定の材質がどの程度の窓嬰性をもっでいるのかの数践的な解析也結みた。す

なわち，ある用速に使用される樹慌のうち，特定の材斑の鴎!おでこの用途に使用される樹1mの割

合がこの震袈性を示す指標でゐると考え，この{i院が高い材質がその用途選れに当つての11裂な材

震であると仮定した。ここで ζ のt皆様~袈件率と名付け，次式で長t出した。

一一材質Qの耳目出で用途AI乙使用主れるJ館館数
用途Aについての材質Qの要件本 一一… ………一………一一一一一一一……

一 用途Ale.使Pilldれる樹額数

実際には詞…用途lζ複数の樹額がイ克服おれるとしても，全てが同じ制度に使用されているわけ

ではなく，樹TI1iによって使用頻度などの澄みが異なるはずである。本替の本文中には多少の記述

はあるが， ζれが数値イ巳きれているわけではない。したがって，解析にあたっては樹稲に窓み4を

つけることなく解析に供した。

3.2 材質および用途の選定

本替の「一覧表Jには 156i翠の樹翻について談1の例に示すような形式で， 利用の器礎となる

材質と，その材質によって利用される用途が記載されている。 ζζ で挙げられている瑛間数は材'

質が約120，用途が約200である。これらの中には出現関数が 1聞の特株な材質や用途の事!日から，

多くの掛磁の項で出現する…般的な材質や用地の項閉まである。統制・的解析をh行なうにあたって

は閥…項目中にある程度の標本数が必裂であり，また各項自についても前j態認や朔制認，分類の

レベルlζ総括的なものと繍加的なものがあるので，つぎのように現間後盤現した上で，ある程度

の記載i現数がある材質，用述についてのみ解析に供した。

1) 材質: 上述のように「一覧表Jには約 120の羽目が挙げられている。これらのうち本文

で腕らかに|認識簡として用いられている紋却と益，負強力と抗折強，滋l床はやや興るとj忍われる

が*文中ではほぼ!詩;慌の意味に用いている材色と色合，番気と背番， このほか問一現在!とし

支えないと3考えた剥皮材と丸肌，奇都Eと奇形l5?向…羽目とした。このように項目や般観したのち，

5 樹額以上の木材に挙げられている材質を解析の対象とした。採りあげた項 I~I と ζ れが該当する

樹事II数を表 2に示す。

この畿でわかるように，材色・的合がもっとも多い樹簡で!ß日として現われ，おもお&，材I~I 包，

i!断次，木閣がこれに次いでいるo I脳級加でみれば， もっとも多く項目が上っているものはケヤキ
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;J;:f'鈍演~!氾íl成総額数

木材の迎学的，機械的粒状

il剥次 世4

E援活 29 

盤徽 22 

脇被 5 

ijllljJtE 33 

:f1c折強 18 

:f1f，庇強 26 

}!jli撚;ζ耐える 5 

衝動iζi耐える 6 

分ii刻鮮お 11 

jlt'!Jれ3縫い 22 

1凶従を1: 32 

音響 9 

資事事伝議 27 

燃焼Iζ強い 13 

5五いが少い 25 

木材の工作約')g:状

工作容易 12 

j謬母子fa:J 7 

彩色lζ滋す 5 

木材の係務

水j岐に附える 17 

の19:獄iヨで，ついでスギ， ヒノキ，アカマツ，ホオノキと続き， 10項目以‘上のものが16樹醗 1

樹種平均4.4頃践である。

2) 用法: 本替の「一覧表jには約200のm途が挙げられている。しかし，m途の;場合には

建築材や和}説家具のように広い縮問毛色合ひものから，L未柱，議事11，算措 ラケット枠のように

表3 19平析に使用したm途E質問

m 途
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イ1~1々の品目まで，また， i免物，木象i伐のように加工法で記述されているものがある。おらに，建

築装飾材(床柱筏抑，……)，挽物(算撤去，……)のような表部もある。そ ζで，まず 10樹

;間以上に現われるm述ぞ灘んだ。 ζζ で，建築装%Ii材(J，米柱，……)のような;場合には，建築装

飾材. )米殺はともに 11H1と数えた。つぎに，本文中での記載主主参考にして， ラケット枠のような

網別的な用述については運動のようなやや広いsr:J途;関自にまとめるか，または単一明日として

挙げられているものの中に合めた。このように項目を撚加したのち， 10:Ji't:l額以上の木材が利用さ

れている用途を解析の対象とした。採りあげた現段とこれが該当する樹穂数を表:31ζ示す。

上述の用途の中でもっとも多い樹額が使用怠れるものは床柱で， 43樹溜が用いられており，洋

杖・洋傘柄，楽器(本体)，和風家具指物， 得水潟Il工がこれに次いでいる。轍甜別でみれば， も

っとも多く割問がよっているものはとノキの関取自で，ついでホオノキ，ヤマザクラ，ケヤキ，

スギ，クワノキと統き， 15:盟国立j、土のものが20樹積 1樹郡平均6.2現gjである。

4. 結果と考娯

得られた結果奇談4にそれぞれの月j強についての各材質の諜件事令訴した。この裁で， )目途と

材質は諜{tl:務の高い舗がなるべくマトワックスの対角線上に集まるように配列した。このように

配列すると，結果的に材質問で相関が商い(問機の材質が~求される刑法の割合が大きい)クソレ

ーヅが，または別法問で相関が商い(ある用途に共に袈求される材質の知合が大きい)クソレープ

が近い倒所l乙位慨することになる。

この表をみれば，それぞれの用途に使j刊される木将がどのような材質の1lli出で選ばれているか

がわかる。まず，曲げ物，ガラス木製のように特定の材質(それぞれafJ括性，燃腕lこ強い)の袈

件~，ìが 100%の用途がある。このような場合はそれぞれの材質はその用途に欠くことができない

材質であることぞ示している。また，強J認材，留装絡における11怒l放さ，荷;棒， i:殺・織におけるYm
力性のように嬰件率が80%以上の高い;場合lこは，それらの性質がそれらの用途にとって極めて翠

裂なものであるといえよう。

一方，運動共， Mlti子木地，洋杖・洋傘梢のように，それほど潟い張子i二本を示す材質がなく，袈

件主将の{誌は抵いが極々の材質に分散している用途がある。例えば連動兵の;場合ではラケット i~~，

野球用パットのように綿々の品慢によって要求する材質が異なるからであろう。

一般的にいえば，獄致，材色，色沢，本酒1，紋理・査などの外観がE立製視会れる府議，および

盤くて鍛掛匂，狂いが少ない樹磁が袈求されるm途が多いことがわかる。また， j蹴il丸自色で，

工作若手諮な材， ijl~力投， j克j王強，抗折強などのJJ学的性能も樹樋選れのお・帯となる沼袈な材質で

める。いずれにせよ，ざを紋的lζは多くの用途でかなり多様な材質が機密遮れの基準となっている。

ここで列車析結果ぞ考察するにあたって，資料としての限界ぞうおっておく必要がある。本識の記

載ではある樹穂がある材紫ゆえにある用途に使用主れるとしても，その材質lζ慨してどの際皮の

質が必袈とされるかについては述べられてはいなし、。また，その樹騒がそのm途にとってどの制

度の適・性をもっているかについての鼠・的なデータが示されていない。また，ある樹組にとって記

棋のある材費，用逸が普遜的なものであるのか，そのうち遊ばれた材だけがもっ材質，使用主れ

る用途でみるかについては，ここでは明確ではなし、。主らに，木l'illi滋砲のように，木材にとって

欝逝的でdうるとj也われている性質についてはとくに一部の用途でしか住鴎されていない。

ζのような限界があるにもかかわらず，本解析の結果，木材を特定の用途iζ利用するとき，組

%liitL木部，色沢のような外観，織筏さなどの数古川ちし難いjtl:授が樹掠巡れの盟関になっている

ことは窓袈である。したがって，今後このような材質の数値化の研究が袈な滞閣である。さら



272 

に， dきに報告したある刑途に共通して&!J刊される樹紐にみられる材質の共通性や，材質による

用途*U.'rJUの検討・において，ヌド解析で得られた数純化困難なデータを組入れることが可能であるか

どうかについての検討も必裂である。
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Resume 

Descr匂tionof“Mokuzai no瓦ogeitekiおiyo"(1912)， edited at a golden 乱ge of wood 

utilization in Japan， is analyzed. From the relationship between wood properties and end. 

uses descl'ib告din the publication the prop邑rtyrequir・ementfor a particular end'use is ex. 

prωsed as a ratio of the numbel' of species used because of the spe巴ificproperty for the 

end. use to the total numbel' of species used. The ratio is an index showing how import乱llt

the p1'operty is fo1' the end.usej this 1'atio is referl'ed to as l'equisiteness. The p1'operty 

requisitelless is tabulated for 51 end.uses. Ta自teful11ess，巴0101・， and figul'e al'C very im. 

portan t cha1'acteristics w hen se1ecting species fo1' mally end. uses. Fine textu1'e， p1'ocessa. 
bi1ity， low p1'opensity to warp， alld strength properties are also requil'ed. 




